
表 紙主 な 内 容

　11月７日（土）、神河町は町制施行10
周年を迎え、これまでの歩みへの「感謝」
を表し記念式典が開催されました。
　式典では、まちづくりに貢献された団
体・個人の皆さまへ町長から感謝状が贈ら
れました。写真は、初代神河町長の足立理
秋様へ、特別功労者表彰が贈られる様子で
す。

（関連記事Ｐ２～５）
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10周年記念式典10周年記念式典

10
年
の
歩
み
へ
の『
感
謝
』
と
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
誓
い
ま
し
た

～ 

神
河
町
誕
生
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催 

～

11月７日11月７日

　

11
月
7
日
、
国
会
議
員
、
県
会
議
員
、

兵
庫
県
中
播
磨
県
民
セ
ン
タ
ー
長
、
県

下
自
治
体
関
係
者
な
ど
多
く
の
ご
来
賓

の
ご
臨
席
の
元
、
神
河
町
誕
生
10
周
年

記
念
式
典
を
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
か
ん
ざ
き
太

鼓 
桜
鼓
衆
、
お
お
か
わ
ち
太
鼓
の
和

太
鼓
演
奏
で
幕
開
け
の
後
、
神
河
町
の

10
年
を
振
り
返
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
町
の
軌
跡

を
た
ど
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
町
長
か
ら
、
こ
の
10
年

の
神
河
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
、
温

か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
全
て
の
町
民
の
皆
さ
ま
、
議
会
、

地
域
団
体
、
事
業
所
、
関
係
機
関
、
そ

し
て
神
河
町
に
ご
縁
を
い
た
だ
い
て
い

る
全
て
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
の
賜
物

と
繰
り
返
し
『
感
謝
』
の
気
持
ち
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
埼
玉
県
神
川

町
と
の｢

災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る

協
定
書｣

締
結
の
報
告
と
10
年
前
の
神

河
町
誕
生
の
合
併
調
印
式
の
際
に
、
井

戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
か
ら
頂
載
し
た
詩

（
P3
参
照
）
の
紹
介
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
は
地
域
と
し

て
取
組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
、
10
年
の

歩
み
へ
の
『
感
謝
』
と
さ
ら
に
こ
れ
か

ら
続
く
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
胸
に
、

お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、「
住
ん
で

よ
か
っ
た
」「
住
む
な
ら　

や
っ
ぱ
り

　

神
河
町
」、
山
・
川
・
田
・
畑
の
恵
み
、

歴
史
・
文
化
、
そ
し
て
人
情
味
豊
か
な

町
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
、
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
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河
の
「
た
か
ら
も
の
」
を
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
の
ア
ヤ
ヲ
さ
ん
と
山
田
明
義
さ

ん
の
生
歌
に
合
わ
せ
て
披
露
し
て
い
た

だ
き
、
2
8
0
名
の
参
加
者
か
ら
の

大
き
な
拍
手
と
と
も
に
、
神
河
町
の
魅

力
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

功
労
者
・
功
労
団
体
表
彰
で
は
、
特

別
功
労
者
6
名
、
特
別
功
労
団
体
1
団

体
、
功
労
者
86
名
（
行
政
・
産
業
部
門

25
名
、
民
生
・
福
祉
部
門
21
名
、
衛
生
・

医
療
部
門
19
名
、
教
育
・
文
化
部
門
21

名
）、
功
労
団
体
1
2
9
団
体
、
計
92

個
人
・
1
3
0
団
体
に
町
長
か
ら
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
受
章
さ
れ

ま
し
た
皆
さ
ま
、
本
当
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
神
河
町

へ
の
ご
支
援
と
今
後
の
皆
さ
ま
方
の
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　

来
賓
祝
辞
は
、
岡
本
周
治
兵
庫
県
中

播
磨
県
民
セ
ン
タ
ー
長
、
山
口
壯
衆
議

院
議
員
、
松
本
剛
明
衆
議
院
議
員
、
末

松
信
介
参
議
院
議
員
、
上
野
英
一
兵
庫

県
議
会
議
員
、
庵
逧
典
章
兵
庫
県
町
村

会
副
会
長
で
佐
用
町
長
の
6
名
の
方
か

ら
心
温
ま
る
、
そ
し
て
更
な
る
発
展
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
当
町
は
兵
庫

県
立
大
学
や
日
本
工
科
大
学
と
連
携

し
、
様
々
な
分
野
で
ま
ち
づ
く
り
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
で
こ
の
度
は
、
神
戸
学
院
大
学
と
の

連
携
か
ら
誕
生
し
た
音
楽
と
映
像
、
神

※
合
併
調
印
式
で
井
戸
知
事
か
ら
い

　

た
だ
い
た
詩

｢ 

か  

川
山
と 

   

み  

皆
が
と
も
ど
も

   

か  

囲
み
あ
い 

   

わ  

輪
に
な
り
な
ん
と

                 　

誓
い
し
今
日｣
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     神河町誕生 10 周年記念　功労者・功労団体表彰   〈敬称略・順不同〉
【特別功労者】	
　足 立 理 秋
　上 野 英 一　　
　立 垣 　 昇　　
　山 田 征 男　　
　立 石 富 章　
　打 村 昌 一
　　

【特別功労団体】	  
   公 益 財 団 法 人
　姫 路 十 字 会
　　

【功労者】	
□ 行政・産業部門
　井 上 秀 樹　　
　河 村 正 文　　
　正 城 正 昭　　
　一 宮 善 一　　
　前 田 昭 博　　
　小 林 正 行　　
　長 井 正 美　　
　鵜 野 嘉 夫　　
　齊 藤 　 元
　小　島　稔　宏
　立 岩 利 幸
　谷 口 正 行
　藤 原 安 晴
　藤 原 通 宏
　藤 原 良 介
　東 山 一 正　
　廣 納 　 正
　太 田 和 仁
　岸 本 髙 明
　藤 原 政 勝
　藤 原 則 男
　中 野 龍 雄
　藤 原 　 力
　小 塚 重 幹
　高 橋 　 修
 □ 民生・福祉部門	
　髙 﨑 彌 生
　古 家 康 資
　児 島 大 造
　藤 原 公 子
　田　中　常　生
　宮　﨑　由美子
　若 畑 義 明
　前 田 東 作
　髙 橋 憲 明
　小　林　美惠子
　安 保 　 勉　
　田 中 茂 光
　方　山　紀代子
　松 山 陽 子
　松 本 一 郎
　多 田 和 男
　谷 川 朱 美
　日 和 幸 子
　小　島　いつみ

　秋 山 紀 史
　齊 藤 　 勲	
□ 衛生・医療部門	
　立 岩 　 誠
　山 本 素 之
　田 中 勝 治
　窪 田 容 久
　岡 村 俊 幸
　桐 月 勲 治
　松 岡 　 寿　
　久 保 雅 彦
　牧 　 　 孝
　岸 由 加 里
　苗 村 良 広
　岩 﨑 信 吾
　髙 田 孝 好
　豊 国 一 幸
　宮 原 誠 二
　中 山 一 郎
　山 本 武 司　
　増 田 栄 作
　山 口 晋 司
□ 教育・文化部門
　藤 原 雄 三
　中 島 寛 治
　中 川 一 弥
　伊 藤 正 行
　石 橋 啓 明
　山 下 礼 子
　増　山　ひろみ
　髙 橋 淳 子
　前 嶋 茂 徳
　佐 古 　 守
　井 上 聡 明
　森 本 守 雄
　藤 森 正 晴
　藤 原 圭 子
　太 田 幸 子
　藤 村 哲 雄　　
　小 畑 庸 子　　
　安 保 直 文　　
　荒 木 貞 子　　
　中 正 恵 子　　
　門　野　智恵子　
　

【功労団体】
神河町区長会
新 田 区
作 畑 区
大 畑 区
越 知 区
岩 屋 区
根 宇 野 区
山 田 区
中 村 区
粟 賀 町 区
福 本 区
貝 野 区
しんこうタウン区

寺 野 区
柏 尾 区
加 納 区
東 柏 尾 区
吉 冨 区
杉 区
大 山 区
猪 篠 区
新 野 区
野 村 区
比 延 区
寺 前 区
鍛 治 区
大 河 区
上 岩 区
高 朝 田 区
宮 野 区
南 小 田 区
上 小 田 区
川 上 区
大 川 原 区
本 村 区
赤 田 区
重 行 区
為 信 区
峠 区
栗 区
渕 区
神河町消防団
神河町老人クラブ連合会
神河町文化協会
ボランティア神崎
い ず み 会
婦 人 共 励 会
長谷地区の振興を考える会
病院ボランティア すずらんの会
かみかわ田舎暮らし推進協会
かみかわ木造インターンシップ実行委員会
銀の馬車道交流館運営協議会
神河町社会福祉協議会
かみかわ夏まつり企画実行委員会
神河町連合 PTA 協議会
神河町人権文化推進協議会
神河町青少年補導委員会
神河町体育協会
神河町スポーツ推進委員会
神河町商工会
神河町観光協会
大河内高原利用推進協議会
越知川漁業協同組合
寺前漁業協同組合
長谷漁業協同組合
神 崎 猟 友 会
大河内猟友会
神河町身体障害者福祉会
神河町民生委員児童委員協議会
神河町手をつなぐ育成会
福崎交通安全協会神河支部
福崎交通安全協会婦人部神河支部

福崎防犯協会神河支部
神河町遺族会
神河町赤十字奉仕団
部落解放同盟兵庫県連合会大河内地区協議会
部落解放同盟兵庫県連合会寺野支部
神河町子ども会連絡協議会
自主防災かみかわ
手話サークル　あおぞら
おおかわち太鼓
かんざき太鼓　桜鼓衆
寺前駅前銀座商店会
かみかわ銀の馬車道商店会
かみかわ銀の馬車道まちづくり協議会
新野水車の会
神河町行財政改革推進委員会

〈河川・道路の美化活動団体〉
神崎であいの水公園を守る会
大山老人クラブ
猪 篠 緑 会
上小田ボランティア大河内
板 屋 花 街 道
福 本 区
寺前ボランティア

〈花 作 り 団 体〉
新 田 花 の 会
作畑ひまわり会
ふれあい喫茶ほっと
おちフラワーくらぶ
岩屋ふれあい花グループ
根宇野花いっぱいグループ
山 田 花 の 会
中村老人クラブ
中村フラワーロードの会
中村花の同好会
粟賀町花の会
粟賀町あじさいの会
かおりの街道花の会
福 華 会
貝野花の美守会
寺野ライラッククラブ
柏尾花と緑の会
コスモスの会
東 柏 尾 区
花とかおりのネットワーク
大山老人クラブ
花と水車グループ
花を咲かそう会
寺前老人クラブ
鍛治さくらクラブ
大河老人クラブ
上岩老人クラブ
高朝田老人クラブ
宮野こぶし会
南小田区資源を守る会
川上老人クラブ
本村老人クラブ
赤田花クラブ
為信花輪グループ
栗老人クラブ

☆ 神河町のまちづくりにご尽力賜りました、全ての町民の皆さま、地域団体、事業所、関係機関の方々に
    心から感謝申し上げます。ありがとうございました。
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10月31日～ 埼玉県神
かみかわまち

川町 10 周年記念式典に町長が出席 ～

「災害時相互応援に関する協定」を締結しました
　

埼
玉
県
神
川
町
と
は
同
じ
名
前
の
町
と
し

て
、
平
成
24
年
7
月
7
日
～
8
日
に
清
水
雅
之

神
川
町
長
と
4
名
の
職
員
の
訪
町
を
受
け
、
交

流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

将
来
的
に
は
、『
観
光
』
交
流
と
『
防
災
』

連
携
を
視
野
に
連
携
交
流
が
出
来
れ
ば
と
話
し

合
っ
て
い
ま
し
た
が
、
3
年
余
り
の
月
日
を
数

え
た
10
月
30
日
、
念
願
の
神
川
町
訪
問
が
実

現
。
神
川
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典
前
日
の
30

日
に
、「
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
書
」

調
印
式
を
、
小
井
戸
神
川
町
議
会
議
長
、
赤
羽

副
議
長
立
会
い
の
下
で
執
り
行
い
、
翌
31
日
の

記
念
式
典
で
協
定
書
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

山
名
町
長
か
ら
は
、
神
川
町
の
清
水
町
長
と

の
出
会
い
か
ら
今
日
ま
で
の
経
過
、
観
光
交
流

も
視
野
に
今
後
も
お
互
い
の
町
の
発
展
を
願

い
、
情
報
発
信
と
交
流
を
深
め
て
行
き
た
い
と

10
周
年
の
お
祝
い
を
兼
ね
た
挨
拶
を
行
い
ま
し

た
。

大
規
模
災
害
に
備
え
協
定
書
を
締
結

   

両
町
と
も
、
比
較
的
こ
れ
ま
で
大
き
な
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
広
域

的
な
大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
に
、
ま
た
、

被
災
町
の
要
請
に
応
え
、
応
急
対
策
及
び
応
急

復
旧
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
「
災
害
時
相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
、
両
町
の

絆
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
深
ま
る
神
川
町
と
の
交
流

  

神
河
町
の
10
周
年
記
念
式
典
に
、
神
川
町
様

を
お
招
き
す
る
こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、「
お
互
い
に
『
小
さ
く
て
も
輝
け
る
町
』

を
め
ざ
す
町
ど
う
し
、
今
後
も
将
来
を
見
据
え

た
交
流
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
神
河
町

の
さ
ら
な
る
発
展
と
、
ご
臨
席
の
皆
さ
ま
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
を
関
東
の
地
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
」
と
心
温
ま
る
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

   

東
の
「
神
川
町
」
西
の
「
神
河
町
」
と
し
て

更
に
情
報
発
信
と
交
流
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

埼玉県神
かみかわまち

川町ってどんな町？

　神川町は、埼玉県の北西部に位置し、県境の神流川で群
馬県南部と接する自然豊かな町です。神河町と同様に 2 町
合併した町で、面積 47 平方㎞、人口 1 万 4 千人（神河町
は面積 202 平方㎞、人口 1 万 2 千人）と、人口密度に大き
な差はありますが、いずれも渓流と清流、ダムが立地する
一方で、車で 20 ～ 30 分走ると市街地に出るという便利さ
も兼ね備えた、とても便利な田舎町です。
　もちろん、神河町よりも平野部ははるかに広く、首都圏
から 85km 内という恵まれた立地条件を生かして、生産性の高い土地利用型農
業や集約農業が進められる一方で、工業団地での生産活動も進められています。
主産業は第３次産業で、私たちが訪れた 10 月は別名 10 月桜とも言われる城峯
公園の冬桜がライトアップされ、カーミンのイルミネーションでお迎えしてい
ただきました。

右側は清水雅之神川町長
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平
成
27
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況

　神河町の収入や支出の状況がどうなっているか皆さまに知っていただくため、平成 27 年度上半期
（平成 27 年 4 月 1 日から平成 27 年 9 月 30 日）の執行状況をお知らせします。
　平成 27 年 9 月 30 日現在の予算額ならびに執行済額は次のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （平成 26 年度からの繰越明許費を含む）

平成27年度上半期の財政状況をお知らせします
人口 11,991 人 　世帯数 4,140 世帯（平成 27 年 9 月 30 日現在）

《一般会計予算額》91 億 8,339 万円（内 1 億 2,453 万円は繰越分）

歳 入 歳 出

《歳入の状況》 《歳出の状況》

収入済額　　　38 億 4,103 万円
予算に対する執行率　   41.8％

支出済額　　33 億 8,666 万円
予算に対する執行率　    36.9％

0 100,000 200,000 300,000 （万円）

財産収入等

地方債

繰越金

譲与税・
　交付金

分担金・
　負担金

使用料・
　手数料

諸収入

町税

地方交付税

国県支出金

収入額　　　予算額

108,992
191,681

205,018
306,916

17,195

9,844
145,390

2,704

23,527

5,517

7,640

15,973

24,609

17,561
29.995

0
17,561

1,299
146,676

24,344

43,559
184,749

126,773
38,167

154,440
98,026

11,359
66,868

8,742
22,301

31,627
10,872

90,551
10,117

57,888

108,357
54,610

0
1,235

10,405
5,326

0 100,000 200,000（万円）

災害復旧費

議会費等

公債費

教育費

消防費

商工費

農林水産費

土木費

総務費

民生費

衛生費

支出額　　　予算額

121,033

総務費　
12.9％

町　税
28.4％

地方交付税  53.4％

農林水産費 3.4％

国県支出金 4.5％
使用料・手数料 2.5％
分担金・負担金 0.7％

諸収入 1.4％

繰越金 4.6％
財産収入等 0.3％譲与税・交付金 4.2％

土木費 3.0％
消防費 3.2％

商工費 2.6％

議会費等 1.6％

民生費　
11.2％

衛生費　
28.9％

教育費
17.1％

公債費
16.1％
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町民１人当たりの予算額（一般会計）

　人口 11,991 人 （平成 27 年 9 月 30 日現在）
　平成 27 年度　　　77 万円
　平成 26 年度　　　73 万円

町有財産の状況（一般会計）

☆土地　　　　　　 　　　　　　　  908,161㎡
☆建物　　　　　　　 　　 　　　　  86,963㎡
☆有価証券　　　　　　　 　　　　 5,980 万円
☆出資による権利　　 　　　　　　 3,045 万円
☆債権　　　　　　　　　　　  1 億 8,201 万円
☆基金　　　　　　　 　　　   37 億   948 万円
☆物品（車両）　　　 　　　　　　　　  98 台
☆物品（可搬式小型動力ポンプ）  　　　  13 台

町債（借入金）の残高

☆普通会計分　　　　　　　　　98 億 6,396 万円
☆水道会計分　　　　　　　　　18 億 9,890 万円
☆下水道会計分　　　　　　　　56 億 4,990 万円
☆神崎総合病院分　　　　　　　21 億 2,920 万円
　　合　計　　　　　 　　　　 195 億 4,196 万円
◎町民一人当たりの額　　　　　　　約 163 万円 
　　　　　　　　　　　　　（昨年同期 162 万円）

特 別 会 計

企 業 会 計

※企業会計は収益的収支額（消費税込）のみを計上しています。

会　計　名 区分 予算額 執行済額 執行率％ 26 年度決算額

水 道 事 業
歳入 4 億 640 万円 2 億 3,854 万円 58.7 4 億 1,205 万円
歳出 4 億 640 万円 1 億 7,353 万円 42.7 4 億 586 万円

下 水 道 事 業
歳入 7 億 7,737 万円 3 億 8,693 万円 49.8 7 億 8,700 万円
歳出 7 億 7,737 万円 3 億 3,008 万円 42.5 7 億 5,544 万円

神 崎 総 合 病 院 事 業
歳入 33 億 7,510 万円 15 億 5,961 万円 46.2 30 億 982 万円
歳出 33 億 7,510 万円 14 億 6,033 万円 43.3 32 億 9,381 万円

			 

会　計　名 区分 予算額 執行済額 執行率％ 26 年度決算額

介 護 療 育 支 援 事 業
歳入 6,672 万円 4,674 万円 70.1 6,600 万円
歳出 6,672 万円 2,406 万円 36.1 5,517 万円

産業廃棄物処理事業
歳入 1,183 万円 534 万円 45.1 1,498 万円
歳出 1,183 万円 164 万円 13.9 1,289 万円

寺 前 地 区 振 興 基 金
歳入 3,201 万円 544 万円 17.0 6,771 万円
歳出 3,201 万円 540 万円 16.9 6,771 万円

長 谷 地 区 振 興 基 金
歳入 375 万円 301 万円 80.3 1,237 万円
歳出 375 万円 301 万円 80.3 1,237 万円

国 民 健 康 保 険 事 業
歳入 15 億 3,410 万円 6 億 977 万円 39.7 13 億 4,300 万円
歳出 15 億 3,410 万円 7 億 4,652 万円 48.7 12 億 9,044 万円

後期高齢者医療事業
歳入 1 億 8,352 万円 5,518 万円 30.1 1 億 5,977 万円
歳出 1 億 8,352 万円 5,358 万円 29.2 1 億 5,869 万円

介 護 保 険 事 業
歳入 13 億 6,298 万円 5 億 809 万円 37.3 12 億 6,651 万円
歳出 13 億 6,298 万円 5 億 3,450 万円 39.2 12 億 5,530 万円

土 地 開 発 事 業
歳入 6,379 万円 1,413 万円 22.2 2,992 万円
歳出 6,379 万円 94 万円 1.5 1,690 万円

老 人 訪 問 看 護 事 業
歳入 1 億 1,428 万円 5,252 万円 46.0 1 億 949 万円
歳出 1 億 1,428 万円 5,201 万円 45.5 9,950 万円
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神
河
町
で
は
、
町
内
の
人
口
減

少
の
状
況
に
早
く
か
ら
危
機
感
を

持
ち
、
10
年
前
か
ら
人
口
減
少
対

策
と
し
て
様
々
な
移
住
施
策
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら

の
国
の
地
方
創
生
の
動
き
を
、
絶

好
の
好
機
と
捉
え
、
地
域
創
生
総

合
戦
略
に
お
い
て
は
、
住
宅
・
仕

事
・
子
育
て
環
境
の
３
つ
の
分
野

で
各
種
施
策
を
整
備
し
、
町
内
へ

の
移
住
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

【
空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実
と

こ
れ
ま
で
の
移
住
施
策
の
実
績
】

　

高
齢
化
に
よ
り
増
加
し
続
け
る

空
き
家
を
マ
イ
ナ
ス
に
捉
え
る
の

で
は
な
く
「
地
域
の
宝
」
と
し
て

プ
ラ
ス
に
捉
え
、
売
っ
て
も
い
い
、

貸
し
て
も
い
い
と
い
う
空
き
家
情

報
を
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
収
集
・

登
録
・
情
報
提
供
し
、
都
市
部
か

ら
の
移
住
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
空
き
家
バ
ン
ク
は
９
年
間
で

93
件
の
成
約
が
あ
り
、
62
世
帯

１
４
０
人
の
方
が
町
内
に
転
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
都
市
部
で
人

気
の
あ
っ
た
お
店
が
、
空
き
家
を

活
用
し
た
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
と

し
て
開
店
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
の

来
訪
者
も
増
え
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
一
昨
年
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
若
者
世
帯
向
け
住
宅
の

建
設
や
家
賃
補
助
事
業
な
ど
で
昨

年
度
末
か
ら
今
年
度
に
か
け
、
若

者
世
帯
28
世
帯
86
人
の
移
住
（
転

入
）
も
あ
り
ま
し
た
。

【
新
た
な
７
つ
の
制
度
】

　

今
年
４
月
か
ら
は
、
こ
の
取
組

み
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
新
た

な
制
度
と
し
て

①
若
者
世
帯
が
新
築
・
購
入
な

ど
住
宅
を
取
得
さ
れ
る
場
合
の
、

若
者
世
帯
住
宅
取
得
助
成
事
業

（
最
大
１
５
０
万
円
）

②
65
歳
以
上
の
方
が
お
ら
れ
る
家

庭
が
自
宅
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
さ
れ
る
場
合
の
人
生
80
年
い

き
い
き
住
宅
助
成
事
業
（
最
大

１
０
０
万
円
）

③
空
き
家
を
改
修
さ
れ
る
場
合
の

さ
と
の
空
き
家
改
修
支
援
事
業

（
最
大
２
０
０
万
円
）
を
実
施
。

さ
ら
に
10
月
か
ら

④
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
一

層
進
め
る
た
め
、
空
き
家
等
お

か
た
づ
け
支
援
事
業

⑤
神
河
町
へ
の
引
越
し
費
用
を
助

成
す
る
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
支

援
事
業

⑥
町
内
で
新
た
に
創
業
さ
れ
る
個

　

人
・
法
人
（
社
団
法
人
を
除
く
）

　

に
対
す
る
創
業
促
進
事
業

の
３
つ
の
事
業
を
追
加
実
施
。

来
年
４
月
か
ら
は

⑦
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
水
道
・
下

水
道
に
新
た
に
加
入
す
る
場
合

の
加
入
負
担
金
を
免
除
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
と
合
わ
せ
、
町

内
に
お
け
る
雇
用
の
確
保
（
し
ご

と
づ
く
り
）
と
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
支
援
施
策
を
同
時
に
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、
町
外
か
ら
町
内
へ

の
人
の
流
れ
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

さ
ら
な
る
移
住
（
U
J
I
タ
ー
ン
）

施
策
の
充
実
を
目
指
し
て

神
河
町
地
域
創
生
総
合
戦
略
事
業
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※
Ｕ
タ
ー
ン
と
は
、
進
学
等
で
都

市
部
へ
出
た
者
が
地
元
に
帰
っ

て
来
る
こ
と
。
Ｊ
タ
ー
ン
と
は
、

地
方
か
ら
大
都
市
へ
移
住
し
た

者
が
、
元
の
地
元
よ
り
も
途
中

の
地
方
都
市
ま
で
戻
る
こ
と
。

Ｉ
タ
ー
ン
は
、
出
身
地
に
関
係

な
く
地
方
へ
移
住
す
る
こ
と
。

問
合
せ

総
務
課 

地
域
創
生
係

☎
３
４
‐
０
０
０
２

情
報
セ
ン
タ
ー☎

３
２
‐
２
７
５
２

上
下
水
道
課

☎
３
４
‐
０
９
６
６

～ 10 月から実施の新しい 3 つの制度～

空き家等おかたづけ支援事業補助金ＵＪＩターン促進支援事業補助金

創業促進事業補助金

ケーブルテレビ・水道・下水道の加入負担金の免除・減免

　移住施策を進めるためには「空き家バンク」の充
実が必要ですが、登録を進める上で一番の課題であ
る家財の処分費用について、最大 20 万円の助成を
行い空き家バンクへの登録を促進します。（ただし
Ｈ 27 ～ 31 年度の期間に限ります。また空き家バン
クに登録することが前提条件となります。また調査
により老朽度合いによっては対象外となる場合があ
ります。）
◦補助金の計算　空き家等の家財処分等にかかる費
　用総額× 10 ／ 10（最大 20 万円）
◦家財処分費用とは、①ごみ処理手数料、②ごみ収
　集及び運搬料金、③特定家庭用機器リサイクル料
　金、④家財等を処分する経費、⑤敷地内の樹木伐
　採、草刈等の環境整備にかかる費用です。

　空き家かたづけ事業者の募集
　　空き家の家財処分や雑草雑木の除去などを請
　け負っていただける事業者を今後、募集してい
　きます（詳細については１月号でお知らせし
　ます。）

　神河町への移住を支援するため、引越し費用を支
援します。（Ｈ 27 ～ 31 年度の期間に限ります。）
◦補助金の額：引越し費用×１／２（５万円上限／
　20 ～ 30 歳代の未婚女性等の場合は 10 万円上限）
・補助の対象は、転入日から１か月以内の方で 10
　年以上町内に居住される方、満 65 歳未満の方（法
　人その他の団体は対象外）

　平成 28 年４月から 32 年 3 月
までは、住宅を新築・購入する
場合などに必要な加入負担金を
免除します。
◦ケーブルテレビ加入負担金 10

　万円を免除
・水道加入金のうち一般家庭用（径 13 ｍｍ）の加
　入負担金８万４千円を免除、これより大きい径に
　ついても８万４千円
を減免
・下水道加入金 35 万
　円を免除、 また浄化
　槽設置の方には 35
　万円を浄化槽整備事
　業補助金として交付

　 補 助 の 条 件 は、65
歳未満の方で住宅完成
後１か月以内に居住す
ることなどです。　

　神河町では、空き家・空き店舗を活用した古民家
レストランなどの創業が続いています。さらに町内
でのしごとづくりを一層進めるため、町、商工会、
町内金融機関が連携し、町内での創業支援体制を構
築しました。これに伴い町独自の支援制度として、
町内で創業をされる方に対し、創業費用の一部を補
助します。（ただしＨ 27 ～ 31 年度の期間に限りま
す。）
◦補助金の額：創業にかかる費用の２／３（最大
　200 万円／ 20 ～ 30 歳代女性の場合 10％割増）
補助の条件
◦商工会主催の創業支援セミナー（全５回）を受講
　すること（平成 27 年度は終了しました。）
◦個人又は法人（社団法人等は除く）が新たに町内
　で始めようとする創業であること
◦ 10 年以上町内に定住し事業を継続すること

28年４月
　より実施
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国
保
だ
よ
り年間１人あたりの医療費は３４万円以上

～町ぐるみ健診を受けて、早期発見・早期治療を～
　平成 26 年度の国民健康保険事業特別会計の決算がまとまりましたので、平成 23 年度からの 4 年間の決算
状況の移り変わりと、今年度の現在までの状況についてお知らせします。　

○決算状況の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

○保険税率の推移

○医療費の状況について ○町ぐるみ健診を受けて健康維持を
　左の図 1 では療養給付費（医療費）の月別の状
況を示しており、医療費の動向が分かります。平
成 23 年度では、6,000 万円 / 月前後で推移し、突出
した増加もなく、月額の医療費については安定をし
ていました。しかしながら、平成 24 年度には 6,500
万円 / 月を上回ったのが 8 か月と医療費が増大し、
結果として年間一人当たりの医療費が過去最高とな
る 36 万円を突破しました。平成 25 年度と平成 26
年度においての医療費は減少傾向にありましたが、
今年度は増加傾向にあり、高止まりを示しています。
また、平成 24 年度以降は医療費の推移が定まらず、
平成 26 年度に見られた突発的な増加等、非常に不
安定な状態が続いています。医療費がこのような様
相を呈しているため、国保財政は予断を許さない状
況にあります。
　

年　度 歳入総額 歳出総額 残　額 基金（貯金）残高
23 年度 1,339,145,741 1,295,069,823 44,075,918 103,123,032
24 年度 1,363,345,755 1,329,206,403 34,139,352 103,300,836
25 年度 1,331,012,140 1,296,755,341 34,256,799 103,538,427
26 年度 1,342,991,090 1,290,434,705 52,556,385 120,217,427

23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度
 

医 　 療 　 分
応能割

所得割 5.75% 5.75% 5.75% 5.75% 5.39%
資産割 23.70% 23.70% 23.70% 23.70% 18.80%

応益割
均等割 23,600 円 23,600 円 23,600 円 23,600 円 21,500 円
平等割 19,400 円 19,400 円 19,400 円 19,400 円 16,400 円

後 期 高 齢 者 支 援 分
応能割

所得割 2.05% 2.05% 2.05% 2.05% 2.53%
資産割 9.60% 9.60% 9.60% 9.60% 8.80%

応益割
均等割 8,600 円 8,600 円 8,600 円 8,600 円 9,800 円
平等割 6,800 円 6,800 円 6,800 円 6,800 円 7,500 円

介 　 護 　 分
応能割

所得割 1.78% 1.78% 1.78% 1.78% 2.59%
資産割 10.10% 10.10% 10.10% 10.10% 12.00%

応益割
均等割 8,900 円 8,900 円 8,900 円 8,900 円 12,500 円
平等割 4,700 円 4,700 円 4,700 円 4,700 円 6,500 円

　神河町と商工会では昨年度に引き続き、｢健康づ
くりポイントカード事業」に取組んでいます。町や
商工会が実施する健康づくり関係のさまざまな教室
や講座、町ぐるみ健診への参加によりポイントが加
算され、ためたポイント数に応じて素敵な景品や神
河町商工会加盟店で使える商品券と交換できる事業
です。『健康に勝る宝なし！！』との思いから実施
していますので、皆さま！どんどん体を動かして健
康な人生を送りましょう！！
　今年度の町ぐるみ健診は受けられましたか？あと
は平成 28 年 1 月 31 日の日曜健診を残すのみとなっ
ています。まだの方は受診をお勧めします。また、
国民健康保険では人間ドックの助成も行っています
ので、早期発見・早期治療、健康維持に努めてくだ
さい。
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国
保
だ
よ
り

療養給付費（保険者負担分）の状況

１人当たりの医療費（全体の費用額）（単位：円）　１人当たりの保険税（現年度分の調定額の決算額）（単位：円）

○保険税の状況について
　今年度は国民健康保険税の税率を改正しました。
今回の改正は全体の保険税額を前年度並みとし、医
療給付に充てる「医療保険分」、後期高齢者医療保
険を支える「後期高齢者支援金分」、介護費に充て
る「介護保険分」のバランスを見直すことを主な目
的としています。
　また、平成 30 年度に国民健康保険の保険者が神
河町から兵庫県へ移行する予定となっているため、
広域化に向けた改正も行っています。移行後の保険
税については、引き続き町が税率を決定し、徴収す
ることになっていますが、算定根拠として保険者
( 兵庫県 ) から町へ、保険税を算定する基となる分
賦金が課せられます。この分賦金は町の医療費状況

や所得状況等を基に、資産割を除く 3 方式で算出さ
れます。また、後期高齢者医療制度でも資産割が除
かれていることから、神河町でも段階的に資産割を
縮小し、所得割を拡大する方針です。
　右のページにも記載しましたが、医療費の動向は
予断を許さない状況が続いており、医療費の増大は
国保税に大きく関わってきます。町としても医療費
の適正化や収納率の向上、保健指導などに努めてい
きますので、被保険者の皆さまにおかれましても、
町ぐるみ健診の受診や早め早めの診療、また、同じ
疾患で 2 つ以上の医療機関での受診を避けるなど、
医療費の抑制にご協力をお願いします。　

○お願い
　国保の資格の適正化に取組んでおり、被保険者証
の内容に変更（出生、死亡、婚姻、離婚等）があっ
た場合や社会保険に加入（就職、扶養認定等）、喪
失（退職、扶養取消）した場合は早急に届け出をお
願いします。特に国保資格喪失後に国保受診された
場合は、保険者負担分を請求することがありますの
でご留意をお願いします。

　最後に、12 月 1 日から新しい国民健康保険者証（も
えぎ色）に変更になることから、普通郵便で世帯ご
とに郵送しています。12 月以降医療機関で受診さ
れる場合は、被保険証の提示が必要となりますので、
ご確認をお願いします。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　問合せ　住民生活課　☎３４－０９６２

23 年

24 年

25 年

26 年

27 年

3 月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月
40,000,000

45,000,000

50,000,000

55,000,000

60,000,000

65,000,000

70,000,000

75,000,000

80,000,000

◆

◆

※平成 27 年度の金額は、7 月の当初課税算定時における金額です。
※順位は県下 41 市町中、医療費・保険税ともに高い方からの順位となります。

【図 1】

 
23 年度 24 年度 25 年度 26 年度

神河町 314,805 362,898 351,676 347,297
県下41市町

の順位
33 位 6 位 16 位 29 位

市川町 331,193 356,713 366,074 369,343
福崎町 330,597 339,488 328,917 336,555
県平均 314,272 320,341 328,076 337,579
町平均 331,903 343,991 348,664 358,883

	
23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度

神河町 92,748 90,814 92,881 91,404 88,996
県下41市町

の順位 13 位 18 位 17 位 20 位 ―

市川町 78,240 86,315 86,033 85,718 ―
福崎町 84,764 92,279 91,992 83,092 ―
県平均 92,277 92,219 94,036 94,174 ―
町平均 87,927 89,983 90,281 89,929 ―
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　「個人番号カード」は、マイナンバー（個人番号）が記載された顔写真付のカードです。プラスチック
製でＩＣチップが付いており、表面に氏名、住所、生年月日、性別、裏面に本人の顔写真、マイナンバー（個
人番号）が表示されます。
　本人確認のための身分証明書として利用できるほか、ｅ－Ｔａｘ等の電子証明書を利用した電子申請等、
さまざまなサービスにご利用いただけます。
　申請は任意で、初回の交付手数料は無料ですが、紛失等による再交付手数料は有料です。

　通知カードと個人番号カード交付申請書を
切り離します。
　必要事項を記入し、写真を貼り付け、返信
用封筒に入れポストに投函します。　

　スマートフォンのカメラで交付申請書のＱ
Ｒコードを読み取り、申請用ＷＥＢサイトに
アクセスしてメールアドレスを登録します。
　登録されたメールアドレス宛に通知される
申請者専用ＷＥＢサイトにアクセスし、ス
マートフォンのカメラで撮影した顔写真を登
録します。
　画面の案内にしたがって必要事項を入力し、
送信します。

　申請用ＷＥＢサイトにアクセスしてメール
アドレスを登録します。
　登録されたメールアドレス宛に通知される
申請者専用ＷＥＢサイトにアクセスし、デジ
タルカメラで撮影した顔写真を登録します。
　画面の案内にしたがって必要事項を入力し、
送信します。

「個人番号カード」
について

個人番号カードの申請方法 個人番号カードの申請方法は 3 通りあります

マイナンバーのお問い合わせは　　０５７０-２０-０１７８（全国共通ナビダイヤル）

※一部ＩＰ電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合は、０５０－３８１６－９４０５におかけください。 
受付時間：平日９：３０～２２：００　土日祝９：３０～１７：３０（年末年始１２月２９日～１月３日を除く）

【　個人番号カード　】

表 裏

●　郵便による申請　●

● スマートフォンによる申請 ●
● パソコンによる申請 ●

顔写真のチェックポイント！
サイズ：縦 4.5cm ×横 3.5cm

◦最近６か月以内に撮影し
　たもの
◦正面、無帽、無背景
◦郵送による申請の場合は
　裏面に氏名及び生年月日
　を記入してください

◦人物を特定しにくいも
　の
◦デジタル写真の品質に
　みだれがあるもの
◦眼鏡やヘアバンドによ
　り顔の一部が隠れてい
　るもの
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年末調整を受けられる皆さまへ

年
末
調
整
と
は
？

　

給
与
の
支
払
者
は
、
毎
月
の
給
与
の
支
払

い
の
際
に
所
得
税
の
源
泉
徴
収
（
天
引
き
）

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
年
間
の
合
計

額
は
、
本
来
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
税
額

と
一
致
し
ま
せ
ん
。

　

こ
の
一
致
し
な
い
理
由
と
し
て
は
、

①
年
の
途
中
で
給
与
の
額
に
変
動
が
あ
る
こ

と
。

②
年
の
途
中
で
扶
養
家
族
が
増
減
し
て
も
そ

れ
以
前
の
月
に
遡
っ
て
修
正
し
な
い
こ
と
。

③
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
の
控
除
な
ど

は
年
末
調
整
で
行
う
こ
と
。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
不
一
致
を
計
算
し
、
本
来
納
め
る
税

額
と
今
ま
で
に
徴
収
し
た
税
額
と
の
過
不
足

を
精
算
（
徴
収
又
は
還
付
）
す
る
こ
と
を
年

末
調
整
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

一
般
に
給
与
所
得
者
は
、
一
か
所
の
勤
務

先
か
ら
受
け
る
給
与
以
外
に
所
得
が
な
い
か
、

そ
れ
以
外
の
所
得
が
あ
っ
て
も
そ
の
額
が
小

額
で
あ
る
と
い
う
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
人
は
、
勤
務

先
の
年
末
調
整
で
税
額
の
精
算
が
済
み
、
確

定
申
告
の
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
年

末
調
整
は
非
常
に
大
切
な
手
続
き
と
い
え
ま

す
。

こ
ん
な
と
き
に
は
、
扶
養
控
除
等
申
告

書
の
異
動
申
告
が
必
要
で
す

①
本
年
の
途
中
で
、
出
生
等
に
よ
っ
て
扶
養

親
族
の
数
が
増
加
し
た
と
き
、
ま
た
は
扶

養
親
族
で
あ
っ
た
家
族
の
就
職
や
結
婚
等

に
よ
り
扶
養
親
族
の
数
が
減
少
し
た
と
き
。

②
本
年
の
途
中
で
、
結
婚
に
よ
り
控
除
対

象
配
偶
者
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
、

ま
た
は
離
婚
に
よ
り
控
除
対
象
配
偶
者
を

有
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
。

③
本
年
の
途
中
で
、
本
人
が
障
が
い
者
、
寡

婦
、
寡
夫
ま
た
は
勤
労
学
生
に
該
当
す
る

こ
と
と
な
っ
た
と
き
。

④
本
年
の
途
中
で
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶

養
親
族
が
障
が
い
者
に
該
当
す
る
こ
と
と

な
っ
た
と
き
。

※
例
年
、
一
時
所
得
（
生
命
保
険
・
建
物
共

済
等
の
満
期
・
解
約
均
等
）
譲
渡
所
得
（
土

地
や
株
式
の
売
却
に
よ
る
収
入
）
な
ど
、

一
時
的
な
所
得
が
発
生
し
た
た
め
に
扶
養

控
除
が
否
認
と
な
る
事
例
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
扶
養
親
族
の
方
で
、
本
年
中

に
給
与
や
公
的
年
金
以
外
に
右
記
の
よ
う

な
一
時
的
な
収
入
は
な
か
っ
た
か
、
今
一

度
扶
養
控
除
の
所
得
用
件
を
満
た
し
て
い

る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
譲
渡
所
得
は
、

特
別
控
除
前
。
損
失
控
除
前
の
所
得
金
額

が
判
定
基
準
に
な
り
ま
す
。）

扶
養
控
除
等
申
告
書
は
、
正
し
く
記
載

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

後
日
、
扶
養
控
除
等
の
誤
り
が
わ
か
っ
た

場
合
に
は
、年
末
調
整
の
や
り
直
し
な
ど（
扶

養
手
当
の
返
還
、
所
得
税
の
追
徴
な
ど
）
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

誤
っ
て
提
出
し
た
と
思
わ
れ
る
方
は
、
事

業
所
の
担
当
者
に
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

税
務
課　

☎
３
４
ー
０
９
６
１
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年
金
だ
よ
り

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
と
は
何

で
す
か
？

　

厚
生
年
金
と
国
民
年
金
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
に
は
日
本
年
金
機

構
か
ら
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が

送
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」
は
保
険
料
納
付
の

実
績
や
将
来
の
年
金
給
付
に
関
す

る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
、
年
金
制

度
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
や
年
金

給
付
と
保
険
料
負
担
の
関
係
を
実

感
い
た
だ
き
、
現
役
世
代
、
特
に

若
い
世
代
の
方
に
年
金
制
度
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
国
民
の
年
金
制
度
に
対

す
る
信
頼
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

毎
年
一
回
誕
生
月
に「
は
が
き
」

で
送
付
が
あ
り
、
35
歳
、
45
歳
、

59
歳
（
節
目
年
齢
）
の
誕
生
月
に

は
過
去
の
月
別
納
付
金
額
な
ど
が

よ
り
詳
し
く
記
載
さ
れ
た「
封
書
」

の
定
期
便
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」を
受
け
取
っ

た
ら

　

記
載
さ
れ
て
い
る
「
氏
名
」
や

「
生
年
月
日
」
の
ほ
か
こ
れ
ま
で

の
年
金
加
入
記
録
の
内
容
に
誤
り

が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
加
入
記
録
に
「
も
れ
」
や

「
誤
ま
り
」
が
あ
る
場
合
に
は
、

年
金
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
き
、
ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
前
述

の
節
目
年
齢
の
と
き
に
届
く
封
書

の
定
期
便
に
は
「
年
金
加
入
記
録

回
答
票
」
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で

必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。
※「
も
れ
」や「
誤

り
」
が
な
い
場
合
は
不
要
で
す
。

問
合
せ　

姫
路
年
金
事
務
所　

☎
０
７
９
―
２
２
４
―
６
３
８
５

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
も
ご
利
用

を
　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
24
時

間
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ご
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

す
べ
て
の
期
間
の
年
金
記
録
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
将
来

の
年
金
額
も
試
算
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　

詳
し
く
は「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
定
期
便
に
つ
い
て

ごみの分別 ・減量化に
ご協力お願いします

障がいのある方への
日常生活用具給付について

　クリーンセンターと住民生
活課からのお願いです。
ごみの分別・減量化にご協力
いただき、ごみ排出時には、
次のことを守ってください。

１　指定袋に入れて氏名を書き、午前８時までに出
　してください。
２　「紙製の容器包装」を出す場合、紙袋に入れて
　出してください。また、紙袋で出す場合、口もと
　をひもがけにして出してください。
　＊「紙製容器包装」は右のマークが
      付いています。収集日は毎月第２
      土曜日です。
３　「プラスチック製容器包装」のゴミの分別方法
　に注意してください。
　◦「プラスチック製容器包装」とは、商品を入れ
　　ていた容器や包装でプラスチック製のものです。
　◦汚れを取り除き、汚れているものや汚れが取れ
　　ない場合は、燃えるごみとして出してください。
　＊「プラスチック製容器包装」は右
      のマークが付いています。

問合せ　クリーンセンター　☎ 32―2888　
　　　　住民生活課　☎ 34―0962

　障がいのある方に、日常生活の向上を目的とする
用具を給付または貸与しています。
　ただし、介護保険対象者の方においては、日常生
活用具のうち介護サービスと重複する用具は対象外
となります。
対象者
　身体障がい者手帳、療育手帳をお持ちの方
　難病患者の方
対象となる日常生活用具

　介護訓練支援用具（特殊寝台、特殊マット等）、
自立生活支援用具（入浴補助用具、便器等）、在
宅療養等支援用具（電気式たん吸引器、盲人用体
温計等）、情報・意思疎通支援用具（情報・通信
支援用具、人工喉頭等）、排泄管理支援用具（ストー
マ用装具、紙おむつ等）、住宅改修（居宅生活動
作補助用具）
　※用具によって、対象となる障がいの種類や部
　位、等級、年齢等が異なります。また、用具に
　はそれぞれ基準額や耐用年数があります。

費用負担
　原則 1 割負担です。ただし、障がいのある方が
属する世帯の収入状況により、負担上限額が設定
されています。

申請に必要なもの
　1. 申請書（健康福祉課でお渡しします）
　2. 身体障がい者手帳、療育手帳、特定医療費（指
　　定難病）受給者証
　3. 希望する用具の見積書及びカタログ
　4. 印鑑
　　※既に購入された用具については対象になりません。
問合せ　健康福祉課　☎ 32―2421
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～神河町の魅力創造を支える2つの活動をご紹介します～

　峰山高原では、西日本エリアで初と
なる、冬季の自然を最大限に活かした
イルミネーション輝くかまくらテント
村などの大イベントを開催します。
　期間中は、寺前駅から峰山高原まで
毎日キャンペーンバスが運行します。    
　とっておきの特別な体験ができる冬
の峰山高原に、是非お出かけください。

カ ー ミ ン の
観光案内所だより

開館時間：午前 9：00 ～午後 5：00
水 曜 日 定 休 日・ 電 話 34 － 1001

神河町観光協会

歴史ある「仙霊茶」を守るために

ミツバチの魅力を伝えたい

－大山南部茶生産組合－

－神﨑良三さん（山田）－

開催期間　平成 27 年 12 月 17 日～平成 28 年３月 13 日
イベント内容

①アイスルータウン（かまくらテント村）かまくらの形をしたテントを設
置し、かまくらバーやレストランで名水や地元産物を活用したメニューを提供

②雪上車乗車体験　通常では行くことのできない雪の暁晴山に雪上車で登ります
③ファミリースノーパーク　峰山高原ホテルリラクシアの中庭に設置さ

れる子供のための雪の楽園
④星空天体観測　峰山の星空の下で天体観測（土曜日限定で星空教室も開催予定）
⑤スノーシュー体験　土日祝限定でスノーシュー体験を実施

 キャンペーンバス	
区　間
　ＪＲ寺前駅⇔既存の
　各バス停⇔峰山高原
運行本数
　毎日運行１日３便　
　（往復）
料　金　200 円

　吉冨地区の大山南部茶生産組合が、高齢化や後継者不在問
題により７月末に解散しました。しかし、地域支援に取り組
む但陽信用金庫が中心となり、歴史ある「仙霊茶」を残したい、
その想いを持つ生産農家や、様々な地域活性化事業の実績を
持つ兵庫県立大学環境人間学部が連携し、継承者が見つかる
まで茶園を維持していく方針となりました。
　地域の方や大学関係者等約 30 名が集まり、8 月に 2 回草
抜きと草刈り作業、そして 10 月末に茶園の刈りこみと種の
収穫が行われました。広大な茶園での作業の大変さを知ると
共に、“茶園を残したい“と願う、町内外の方の想いが伝わっ
てきます。
　現在、3 名ほどの茶園継承希望者が出てこられています。
たくさんの方々の想いが詰まった茶園と仙霊茶は、神河町の
誇りとして継承されていくことでしょう。　

　「皆さん美味しいハチミツを食べていますか？神河町で採れた本物のハチミツを食べてみませんか？」と
呼びかけるのは、町内で日本ミツバチを専門に永年飼育研究されている神﨑良三さん。
　『ハチは刺すもの怖いもの！』という誤解を解き、神河町の魅力の一つとして伝えたいと、教育に養
蜂を取り入れた「学校養蜂 7 年」を南小田小学校で実践。そして、このノウハウを次世代へ繋ごうと「神
﨑良三の親子で飼う庭先養蜂」を 5 年前にスタートさせました。さらに、子どもや女性にも扱える巣箱
の改良と共に、８プロジェクト「はちっこくらぶ」を福岡県と佐賀県で実施中です。
　神﨑さんが販売するハチミツは、神河町の里山で採れたハチミツなので「神河の里蜜」と命名されま

した。「神河の里蜜」は、巣箱の中で 15 か月以上ミツバチ
が保存食として熟成させた生ハチミツ。常温で何年でも保
存することができます。
　「日本ミツバチの性質上、飼育には困難が山積みですが、
洗って食べられない食品のため食の安全と品質確保のため
に、巣箱の移動を含め品質確保に日夜努めています。」
　観光協会では、この「神河の里蜜」を販売しています。
是非お立ち寄りください。

「神河が贈る　極上の冬時間」 今年から開催！



越知谷小学校・寺前小学校  学習発表会

① 越知谷小学校　全校児童

② 越知谷小学校　1・2 年生③ 越知谷小学校　5・6 年生④ 寺前小学校　1 年生

⑥ 寺前小学校　5 年生 ⑤ 寺前小学校　4 年生

ー ま ち の 話 題 ー かみかわTopicsトピックス

平成 27 年 12 月 1 日 16 

　11 月１日に越知谷小学校、８日に寺前小学校で学習発表会
が開催されました。越知谷小学校は体育館のステージで、寺前
小学校は学年ごとにそれぞれの会場で発表を行いました。会場
には多くの保護者や地域の方々が訪れ、一生懸命発表する児童
へ温かい拍手が送られていました。

①全校合唱（みんなで歌おう）「越知谷唱歌」
②劇「たぬきの糸車」
③合奏　アニメ「タッチ」のテーマ
④朗読劇「おおきなかぶ」・合奏「子どもの行進」
⑤総合「わたしたちにできることから」
　福祉学習の発表
⑥「幼稚園との交流について」体育館での
　グループ発表

兵庫県学校保健功労者表彰を受賞
－学校医　立岩　誠 医師－

　10 月 15 日、兵庫県学校保健研究協議大会にお
いて、立岩誠医師が「兵庫県学校保健功労者（県
教育長・学校保健会長）表彰」を受賞されました。
　この表彰は、学校保健の普及・発展に優秀な功
績のあった関係者に贈られるもので、学校医就
任から現在に至るまで 20 年余りの長きにわたり、
子どもたちの健康管理のためきめ細やかな指導助
言、また学校保健の充実、発展向上のために尽力
された功績が高く評価され、今回の受賞となりま
した。
　長年の尽力に感謝と敬意を表するとともに、今
後ともより一層のご活躍をお祈り申し上げます。

カーミンのラインスタンプ登場！

QR コード

　ラインスタンプとは、コミュニケーションアプ
リ「ライン」で使用できる喜怒哀楽など感情表現
を表したイラストで、言葉では表現しにくい感情
も、簡単に伝えることができます。
　スタンプは、全部で 40 種類あり、上のＱＲコー
ドかラインスタンプショップから有料で購入でき
ます。詳しい購入方法は、町のホームページに記
載していますので、ご覧ください。

－学習の成果をいきいきと表現－



優良民生委員・優良里親として
　　　　　　　　知事表彰を受賞

かみかわカーミン弁当完成！

クリーンキャンペーンを実施

ー ま ち の 話 題 ーかみかわTopicsトピックス
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　民生委員児童委員の藤原公子氏（為信）と、里
親の藤原雄三氏（上小田）が、10 月 30 日（金）
に開催された第 64 回兵庫県社会福祉大会におい
て、知事表彰を受賞されました。
　藤原公子氏は、平成 16 年 12 月１日から民生委
員児童委員として 10 年以上務められ、地域福祉
の向上に貢献されています。また、藤原雄三氏は
永年にわたり里子を受託され、里親として顕著な
里親効果をあげられ他の模範となっています。
　両氏の永年にわたる活動に対し敬意を表すると
ともに深く感謝いたします。

　11 月６日、「おはなしなあに？」が、平成 27
年度「ひょうご県民ボランタリー活動賞」の表
彰を受けました。この賞は、ボランティア活動
に取り組む個人や団体に贈られる賞で、今年度
は 19 人と 30 団体が表彰されました。
　「おはなしなあに？」は、きらきら館を活動
拠点に、学校や幼稚園でおはなし会や文庫活動
を続けておられ、前身の「本とともだち」から
通算して今年で 23 年目を迎えます。子どもた
ちに本と親しむ機会をつくり、幼児教育や子ど
もの健全育成、子育て支援にも寄与されており、
永年にわたる功績が認められ今回の受賞となり
ました。

　神河仕出し組合では、かみかわブランド開発支
援事業を利用して、カーミンの形のおにぎりと神
河町産の食材を使った、かみかわカーミン弁当を
製作しました。（ 写真１個税別 800 円 ）地域で
の催し等にご利用ください。下記のお店で注文で
きます。
　グリーンエコー笠形・小桜・割烹山水・割烹さ
んだお・割烹つぼた・なかみち・にしはた・囲炉
裏の宿豊楽・モンテローザ・よしのや・峰山高原
ホテルリラクシア

　加西たばこ商業組合の皆さんが、10 月 23 日（金）
に神崎支庁舎周辺で、11 月９日（月）に役場本
庁舎及び JR 寺前駅周辺でクリーンキャンペーン
を実施されました。
　加西たばこ商業組合は、加西市、福崎町、市川町、
神河町の 1 市３町で構成されており、毎年、会員
の皆さんが「ひろえば街が好きになる運動」と書
かれた緑色のエプロンを身につけ、公共施設周辺
の清掃活動をされています。限られた時間の中で
の作業でしたが、たくさんのゴミを回収していた
だき、大変きれいになりました。長年のご活動に
感謝申し上げます。

ひょうご県民ボランタリー活動賞に輝く！

－たばこ商業協同組合－

神崎地区の皆さん 大河内地区の皆さん

－本の読み聞かせグループ「おはなしなあに？」－



冬は特にご注意を！～ノロウイルスによる食中毒～

平成 27 年 12 月 1 日 18 平成 27 年 12 月 1 日 18 

保
健
・
福
祉

　12 月 の 保 健 行 事 12/1 ～ 7 は「いのちの電話」フリーダイヤル
週間です　～ 一人で悩むより、まず相談を～	 	
　「いのちの日」からの 1 週間は、24 時
間いつでも代表のフリーダイヤルにかけ
ると相談可能な全国の空いてるセンター
につながります。
℡ 0120-738-556（相談料・通話料　無料）

小児救急医療電話相談をご利用ください！   

　年末年始は休診する医療機関も多いため、
気になる症状がある場合は早めに受診しましょ
う。また、休日・夜間に子供の急な病気で医
療機関を受診すべきか悩んだときは、看護師
が相談に応じる「小児救急医療電話相談」
をご利用ください。
■兵庫県小児救急医療電話相談　＃8000
　ダイヤル回線、IP 電話の方は、
　078-731-8899（ははきゅうきゅう）　
　　月～土　18 時～ 24 時
　　日曜・祝日、12/29 ～ 1/3　9 時～ 24 時

  また、こころの問題について本人はも
ちろん、家族など周囲の人も安心して相
談できる公的な窓口もあります。相談内
容の秘密は守ります。
■兵庫県いのちと心のサポートダイヤル
　NTT＃7500、　☎ 078―382―3566
■神河町 健康福祉課　相談専用電話
　NTT 32-1240　平日 9：00 ～ 17：00

実施日 行　事　名 対　象　者 受付時間 場所

4 日 
（金）

すくすく相談 
（乳幼児相談）

Ｈ 25 年 11 月生まれ
H 26 年 11 月・H 27 年
4 月生まれ及び希望者

13：30 
 ～ 14：30

神
崎
支
庁
舎

18 日 
（金）

乳 児 健 診・
BCG 予防接種

H 27.7.24 ～
　9.18 生まれ

13：00
 ～ 13：30

16 日
（水） 4 歳 児 相 談 Ｈ 23 年 10 月～

12 月生まれ
13：30
 ～ 14：00

1 日
（火）

健 康 福 祉
なんでも相談 一般住民 9：00

 ～ 11：30

				  

　食中毒は夏だけではありません。ノロウイルスによ
る食中毒は冬に多発します。主な症状は、はきけ、お
う吐、下痢で、感染した人のおう吐物や便から大量の
ウイルスが排出され、周囲の人に二次感染していきま
す。日頃から感染予防のため、次のことに気をつけま
しょう。
予防のポイント　
①調理する人の健康管理
　症状がある人は食品を取り扱う作業をしないように
　しましょう。
②調理前、食事前のポイント
　せっけんを使い、しっかり手洗いしましょう。
③調理器具等の消毒　
　洗剤などで十分に洗浄し熱湯で加熱しましょう。　
　（85℃以上で１分間）
　「ノロウイルスによる食中毒について」 
　https://web.pref.hyogo.lg.jp/hw14/hw14_000000035.html

① たまねぎは角切り。にんじんはいちょう切り。しめじは石づ
　 きをとり、１cm の長さに切る
② 鍋に油を熱し、①の野菜を炒める。水切りしたコーン、だし
　 汁を加えて、火が通るまで 10 分ほど煮る。
   あさり、豆乳を加えてふつふつしたら、水溶き片栗粉を加え
　 てとろみをつける。
③ 器に盛り付け、パセリをふる（いずみ会栄養講座より）

・たまねぎ　　　　　２００ｇ
・にんじん　　　　　　７０ｇ
・しめじ　　　　　　　８０ｇ
・ホールコーン　　　１００ｇ
・あさり（むき身）　　１８０ｇ
・だし汁（かつお・昆布）２００ml
・豆乳　　　　　　　４００ml
・油　　　　　　大さじ１/ ２
　片栗粉　　　　大さじ１/ ２
　水　　　　　　　　大さじ１
・パセリ（みじん切り） 小さじ１

（1 人分の栄養価）
エネルギー  １３２kcal
たんぱく質　  ８．０ｇ
塩分　　　　  １．２ｇ

～かみかわの食育～　
　毎日寒いですね。そんな時はあったかメニューでポカポカにな
りましょう！冬が旬の食材や地面の下で育つ食材を食べると身体
をあたためてくれます。ぜひ取り入れましょう！
　あさりの旨みと野菜の甘みでマイルドな味になります。
　豆乳を加えた後は分離してしまいますので、沸騰させすぎない
ように注意しましょう。

（副菜）あさりとコーンの和風チャウダー（4 人分）
～ 野菜を食べよう ～



Q

Q

Q

A

A

A

かみかわ　No.12119 

ケアステーションかんざき　だより
☎ 32 － 1910

　「子どもも大きくなってきて、私も働きに行きた
いけど、放課後に子どもを見てくれる人がいないか
ら、仕事に行けないんです」
　これは、発達障がいのある小学生の子をもつお母
さんのことばです。
　学童保育は一定の年齢に達すると、原則利用でき
なくなります。しかし、障がいのある子の中には中
学生、高校生でも、家庭で一人で過ごすことが難し
い場合があります。そのため、子どもが大きくなっ
てきても、仕事に行きたくても仕事に行けないとい
うことが起きてくるのです。
　「でも、小学校の間は学童保育があるから安心」
実はそうとも言えないのです。障がいのあるお子さ
んの場合、その子の持つ障がいの特性から、集団活
動に参加しにくいことがあります。そうしたお子さ
んのお母さんにとっては、預けることに不安がある
場合もありますし、場合によっては利用を断られる
こともあるようです。お父さんお母さんがお仕事を
されていて、家で見てくれる人がいなければ、そし

て学童保育のように毎日見てくれる場所がなくなれ
ば、ご家族の誰かが仕事を辞めて家でみなければな
らない。そんなことが現実に起きているのです。
　必要なサポートが、「それを必要としている人に
届いていない」ということが現在も私たちの地域で
起きています。そのために、ご家族、特にお母さん
やお父さん、ときにはごきょうだいに大きな負担が
かかっていることがあります。そして、冒頭のお母
さんのように働くことをあきらめている方もおられ
るのです。
　そんな中、学童保育で障がいのある子どもの受け
入れを行ってくれるようになったり、障がいなど特
別な事情がある場合には、年齢を超えて受け入れて
くれる場合があるなど、地域によってさまざまな動
きが出てきました。
　まだまだ十分ではないかもしれませんが、サポー
トがあることが、大きな勇気や元気の源となってい
ることは間違いありません。
私たちの地域で、「したいことをあきらめなくてよ
かった」と思える人を増やしていきたいですね。
　そして、その積み重ねが、『だれにとっても住み
よいまち』につながっていくのだと思います。

本当に必要な支援って？
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保
健
・
福
祉

皆さまからの質問を次の方法により受付けています。
１．公立神崎総合病院内投書箱（１階ロビーに設置）に投書
２．電子メールで送付（goiken1@kanzaki-hp.jp）
３．郵送（〒 679 － 2493　粟賀町 385 番地　公立神崎総合病院　総務課宛）

公立神崎総合病院のコーナー
大腸がん

　　大腸はどんな役割を持っていますか？
大腸を含む消化管は、口腔・食道・胃・小腸・大腸・肛門の順番からなり、大腸の役割は水分の
吸収です。

   これらの消化管にはそれぞれ役割があり、関連しています。まずは、口腔内でよく噛んで食べ、胃
での消化を助けることが大切です。そして、小腸で栄養を吸収し、最後に大腸で水分を吸収します。
大腸は、小腸で栄養が吸収されたあとの内容物（泥状の便）から水分を吸収し、便を固形化していき
ます。そのため、大腸炎など大腸の機能が低下すると下痢になり、反対に、水分が少ないと肛門で硬
便が詰まってしまいます。

どうすれば大腸がんを早期発見できますか？
早期発見の方法は、大腸内視鏡検査しかありません。
現在、大腸がんの年間死亡数は年間約 5 万人で、今後も増加すると思われます。原因はやはり、

食事の欧米化です。当院消化器外科では、肛門指診・便潜血反応・大腸内視鏡検査などの大腸がん検
査を行います。しかし、がんの表面が便塊で擦れて出血し初めて便潜血反応陽性が出るため、便が軟
らかい右側の大腸がんでは、がんが存在していても陽性になりにくいことがあります。

便秘がひどいのですが、検査を受けるべきですか？
検査を受けてください。
便秘で困っておられる方は大変多いと思います。特に、高齢者の方は便との戦いです。下剤の内服、

水分の摂取など改善方法は多々ありますが、その前に、検査を受けて大腸がんでないことを必ず確認
してください。内腔のがんのせいで便が詰まり便秘になっている場合や、痔からの出血だと思ってい
ても、肛門に近い部位にがんがある可能性があります。
　確実にがんを発見するには、大腸内視鏡検査しかありません。検査は確かにしんどいですが、それ
で早期発見・早期治療ができるのです。

副院長　髙田　孝好



 　　

　

平成 27 年 12 月 1 日 20 平成 27 年 12 月 1 日 20 

公 民 館 だ よ り 中央公民館　☎３４ー１４５０
神崎公民館　☎３２ー１６８１11月

神河シニアカレッジ　
あやめ学級　　　　　　　　　　会場：中央公民館

12 月のロビー展
中央公民館 押し花会
神崎公民館 宝谷光正（野の草花）絵はがき展

							     
			 

神河シニアカレッジ　
あじさい学級　　　　　　　　　会場：神崎公民館

公民館教室　成人対象　　　　　　会場：神崎公民館

成人ゼミナール ⑧　　　　館外研修（越知谷方面）　

公民館教室　成人対象　　　　　  会場：中央公民館

月　　日 時　間 内　　容

 12 月 10（木）

10：20 
～

11：50

教養講座⑨			 
「心と体が喜ぶ呼吸法」
　　　　童謡歌手
　        　大西 由香里　氏

13：00 
～

15：00

趣味講座⑦
（俳句 ･ 短歌・コーラス・
民謡・園芸・色えんぴつ画）

							     
							     
			  教室名 月　　日 時　間
パソコン教室（中級） 12 月 10 日（木）⑧ 19：00 ～
英会話教室（初級） 12 月 15 日（火）⑦ 19：30 ～

月　日 内　　容

12 月 12 日（土）
「越知谷を巡る～歴史と伝説～」
　　　　播磨学研究所研究員 
　 　　　　　　　埴岡 真弓　氏

月　　日 時　間 内　　容

12 月 17 日（木）

10：00 
～

11：30

教養講座⑨			 
　「花燃ゆ」			 
　　歴史研究家
　　　　　　黒田 美江子　氏

13：00 
～

15：00

趣味講座⑦
（書道・民謡踊り・茶道・歌謡・
野の花・園芸・グラウンド
ゴルフ）

12 月のグリンデルホールの催し

神河シニアカレッジ
グラウンドゴルフ大会

子ども公民館教室

子ども教室　　　会場：大河内保健福祉センター

子ども教室　　　　　　　　　会場：中央公民館

　
教室名 　月　　日 時　間

楽しいお菓子づくり教室 12 月 19 日（土）⑤ 9：00 ～

　
教室名 　月　　日 時　間

子ども茶道教室 12 月 5 日（土）⑦ 10：00 ～
閉級式

楽しいお菓子づくり教室

昨年の様子から

子ども茶道教室

　10 月 15 日（木）、町民グラウンドにおいて、
あやめ・あじさい学級合同のグラウンドゴルフ大
会が開催されました。成績は下記のとおりです。

（敬称略）
　＜成　　績＞			
１位　小寺　義裕（寺前）	
２位　宮木　堅士（福本）	
３位　松本　　剛（中村）	
４位　小林　　修（猪篠）	
５位　辻井　恭平（吉冨）	
６位　中島　英子（根宇野）	
７位   田中  静子（新野）	
８位    児島　安雄（寺前）	
９位   高橋　 　正（加納）	
10 位　田中  八介（新野）	
			 
　＜ニアピン賞＞		
辻井　豊子（吉冨）		
森口　茂子（大山）		
中井　幾代（猪篠）		
小林　厚子（猪篠）		
戸田加代子（大山）		
児島　恵子（寺前）		

　＜ホールインワン賞＞
今年は、ありませんでした。	

日　時	 12 月 20 日（日）				  
　　　 開場 13：00　開演 13：30
主　催	 神河町文化協会	
入場料　無　料
出　演  福崎高校ギター・マンドリン部		
　　　　　H27 宮城県石巻市仮設住宅を震災ボラ
　　　　  ンティアとして訪問、演奏活動を行う。
           神河中学校吹奏楽部
　　　　  H27 兵庫県吹奏楽コンクール西播地区
　　　　 大会において、銀賞及び奨励賞を受賞。

教室名 月　　日 時　間
古文書教室（初級）  12 月 18（金）⑧  9：30 ～

クリスマスコンサート



＜図書の貸出・返却について＞
〇貸出場所・時間　中央公民館・神崎公民館・きらきら館　開館日の午前９時から午後５時まで
〇貸出冊数・期間　各館ごとに１人３冊まで　２週間
〇返却場所・時間　３館どこでも返却可　両公民館のみ開館日の午後９時３０分まで（日曜・祝日は午後５時まで）
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【中央公民館】
我が家のヒミツ　　　　　　　　　奥田　英朗
しあわせになった猫しあわせをくれた猫　佐竹茉莉子
骨　風　　　　　　　　　　　　　篠原　勝之
ヨーコさんの“言葉”　　　　　　 佐野　洋子
孤狼の血　　　　　　　　　　　　柚月　裕子
だから、生きる。　 　　　　　　　つんく ♂ 
鯨分限　　　　　　　　　　　　　伊東　　潤
冥途あり　　　　　　　　　　　　長野まゆみ
犬の掟　　　　　　　　　　　　　佐々木　譲
わが心のジェニファー　　　　　　浅田　次郎

他　９冊                                                  

【神崎公民館】
帰　蝶	 諸田 　玲子
風かおる	 葉室　　麟
湖底の城　呉越春秋　６巻	 宮城谷昌光
竜の道　昇龍篇	 白川　　道
悪道　五右衛門の復讐	 森村　誠一
Ａではない君と	 薬丸　　岳
新しい道徳　「いいことをすると
気持ちがいい」のはなぜか	 北野　　武
空　海	 髙村　　薫
うずら大名	 　　　畠中　  恵

他　11 冊 

　どうやら自分たち夫婦には子供が出来そうにな
いと感じ始めた夫婦、実の父に会いに行く女子高
生、母の急逝を機に実家暮らしを再開した息子…。
人生が愛おしくなる、笑いと涙がつまった平成の
家族小説。

　“美濃のマムシ”斎藤道三の娘で、美濃衆の期
待を一身に集めて織田信長に嫁いだ帰蝶。天下人
へと近づくにつれて残虐さをあらわにしていく夫
におびえながらも、織田家の奥を取り仕切り、戦
乱の世をたくましく生きていくが―。女の目線か
ら、信長の天下布武と本能寺の変を描き切った力
作長編。

帰　蝶
著　者　諸田    玲子
発行所　PHP 研究所

我が家のヒミツ　
著　者　奥田　英朗　
発行所　集英社

おすすめ図書

（神崎公民館）（中央公民館）

新着図書のご案内
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対　象 内　　容 日（曜日） 場　所

０歳児 ミニクリスマス会 ９日（水） きらきら館

１歳児
グループ活動 １日（火） きらきら館

クリスマス会 １５日（火） きらきら館

２・3 歳合同 クリスマス会 １０日（木） 大河内保健福祉センター

３歳児 グループ活動 ３日（木） きらきら館

親子ハッピー体操 ４日（金） 神崎体育センター

すくすく赤ちゃん体操 １６日（水） きらきら館

☆　『子どもの笑顔』写真を募集します　☆

平成 27 年 9 月 1 日 22 平成 27 年 12 月 1 日 22 

＊グループ活動・体操教室は
　途中入会できます

（警報発令時はお休みです）

おひさま☆きらきら通信

12月  5日（土）吉冨～猪篠方面
12月17日（木）寺前～大河方面 12月 12日（土）10：00～

気忙しい月ですがほっと一息、読書の時間をぜひど
うぞ！今回は上記の地域をサン・ＳＵＮ号で巡回し
ています。
　お声掛けくださったその場で、絵本・児童書・小
説などを貸出します。ご利用をお待ちしています。

◆貸出冊数………一人５冊、貸出期間30日
◆返却場所………きらきら館　おひさまルーム
　　　　　　　　中央公民館　神崎公民館

おはなしを聴く、すてきな時間をぜひどうぞ！

ミニクリスマス会

○人形劇を楽しもう！　『人形劇団クラルテ』　
　　“あわてんぼうのサンタクロース”
○楽しいワークショップ　○冬の絵本コーナー
みんなでたのしいひと時を過ごしませんか？
＊申し込み  12月11日（金）まで
　　　　　　　　　　きらきら館　℡32-2410

　毎年、『子どもの笑顔』と題して、子ども
達の写真をきらきら館に展示しています。
 “かわいい写真”で、きらきら館に“笑顔の
花”をたくさん咲かせてください。
　撮影はきらきら館で 12 月 10 日（木）ま
でしています。
　展示後はプレゼントしますので、ぜひご参
加ください。
　詳しくは、きらきら館（℡ 32-2410）に
お問合せください。

あおぞら図書館（巡回） なかよし☆おたのしみ会

1月 6日（水）10：00～11：30　

12月16日（水）10：00～

12月19日（土）10：00～

巡回時間　9：30～12：00

大人のためのおはなし会

おはなしなあに

おひさま広場

グループ活動・体操教室

きらきら館　神河町中村 29
問 合 せ・・・  ☎ 32 ー 2410
開館時間・・・  9：00 ～ 17：00
休 館 日・・・  月曜日

年末年始の休館日のお知らせ

Ａさん「おばあちゃんが孫と娘の名前を間違えて
　　　　呼ぶねん！」　　
Bさん「あ～、わかるわ～
　　　　私も昔、犬の名前で呼ばれた事あるねん。
　　　　訳わからんよーになるんやろなあ。」

場　所　神崎支庁舎 
対　象　子どもと保護者や祖父母の方
内　容　・子育てワンポイント講座
　　　　　　　　　　『生活リズムについて』
　　　　・簡単工作やままごと・汽車セット　    
　　　　　魚つりなどたくさんのおもちゃで
　　　　　あそべます。
　　　　・子育て相談も受け付けています。

場　所　きらきら館　

場　所　きらきら館　

き ら き ら 館　12月27日（日）～1月６日（水）
おひさまルーム　12月29日（火）～1月 3日（日）

場　所　きらきら館

問 合 せ　…　☎ 34 － 0315
　　　  または☎ 32 － 2410
利用時間　…　10：00 ～ 15：00
休 館 日　…　土曜・日曜・祝日

大河内保健福祉センター２階

※お知らせ※
　12 月 1 日（火）より、開設時間が　
　　　　 変更となりました。

大人のつぶやき

＝ あそびにきてね！＝
おひさまルーム・なかよしルーム
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　かみかわ史談会では、わが町の美しい自然や豊かな歴史文化を生かしたまちづくりに役立てようと、
地域にまつわる伝承や書物に書かれている情報などを持ち寄って勉強しています。
　次の世代に地域の宝ものとして引き継いでいくために、多くの人に分かり易い話として遺していきた
いと活動しています。
　準備も資格も不要です。女性の方も含めて、一緒に活動していただければ幸いです。

主なテーマ：「福本藩の話」や「銀の馬車道の話」など

　活動日・場所
　　毎月、第２金曜日　午後7時から約90分　中央公民館
　　毎月、第４金曜日　午後7時から約90分　神崎公民館
　
　代表者　　宮永　肇　☎℡３２－０３４５

サークル紹介（中央公民館） かみかわ史談会

問合せ　中央公民館　☎ 34－1450

紙芝居と浄瑠璃の共演

講演会の様子

中村獅子舞保存会の演舞

根宇野獅子舞
保存会の演舞

　

10
月
24
日
（
土
）
神
河
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０
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業
を
「
再
発
掘　

神
河
の
歴
史
文
化
遺
産
」
と

題
し
て
行
い
ま
し
た
。
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ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
「
犬
寺
物
語
」
、
根
宇
野
・
中
村
獅
子
舞
の
勇

壮
な
演
舞
、
そ
し
て
「
再
発
見
！
神
河
の
歴
史
文
化
遺

産
」
と
題
し
て
播
磨
学
研
究
所
副
所
長
の
小
栗
栖
健
治

氏
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
紙
芝
居
と
浄
瑠
璃
に
よ
る
「
犬

寺
物
語
」
は
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
浄
瑠

璃
の
太
棹
三
味
線
（
ふ
と
ざ
お
し
ゃ
み
せ
ん
）

の
弾
き
語
り
と
紙
芝
居
が
見
事
に
マ
ッ
チ
し
、

参
加
者
の
み
な
さ
ん
も
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
秋
の
一
日
、
神
河
町
の

歴
史
文
化
遺
産
を
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

神

河

町

の

歴

史

文

化

遺

産
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く ら し
の

情 報
本　庁
総務課　　　　　34 － 0001
議会事務局　　　34 － 0213
地域振興課
　地域振興係　　34 － 0185
　商工観光係　　34 － 0971
　農林業係　　　34 － 0960
教育課　　　　　34 － 0212
住民生活課　　　34 － 0962
税務課　　　　　34 － 0961
建設課　　　　　34 － 0964
上下水道課　　　34 － 0966
会計課　　　　　34 － 0968
神崎支庁舎
　地域局　　　　32 － 1222
　健康福祉課　　32 － 2421
ケーブルテレビ局舎
　情報センター　32 － 2752
大河内保健福祉センター
　地籍課　　　　34 － 0965
公民館
　中央公民館　　34 － 1450
　神崎公民館　　32 － 1681
センター長谷　　35 － 0001
公立神崎総合病院
　　　　　　   32 － 1331

　男　　5,685 人　 （    -6）
　女　　6,294 人　 （      -6）
　計　 11,979 人　 （   -12）
世帯数　4,145 世帯（   5）

人 の 動 き

※ 2015 年 10 月 31 日現在外国人も含む
　（　）は前月比
　転入　16 人
　出生　  7 人

転出　18 人
死亡　17 人

※ 2015 年 10 月中の異動

２
０
１
６
神
河
町
成
人
式

　

友
人
・
恩
師
と
の
再
会
を
懐
か

し
み
、
思
い
出
に
残
る
成
人
式
を

自
分
た
ち
の
手
で
作
り
上
げ
よ
う

と
、
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員
会

を
組
織
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

と　

き　

１
月
10
日
（
日
）

　

午
前
９
時
半
受
付　

午
前
10

　

時
開
会

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
グ
リ
ン
デ

　

ル
ホ
ー
ル

対　

象

　

平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
８

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

問
合
せ　

教
育
課
社
会
教
育
係　

　
　
　
　
　

☎
３
４

－

０
２
１
２

神
河
町
１０
周
年
記
念
事
業

ス
ポ
ー
ツ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
＆
陸
上

教
室
開
催

と　

き　

１
月
30
日
（
土
）

　

午
後
２
時
～

と
こ
ろ　

神
河
中
学
校
多
目
的

　

ホ
ー
ル
、
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

内　

容　

小
林
祐
梨
子
さ
ん
に
よ

　

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
西
脇
工
業

　

高
校
、
須
磨
学
園
高
校
駅
伝
選

　

手
に
よ
る
陸
上
教
室

カ
ー
ミ
ン
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
カ
ー
ミ

ン
と
一
緒
に
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う

♪
カ
ー
ミ
ン
か
ら
の
素
敵
な
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
。

と　

き　

12
月
23
日
（
水
・
祝
）

と
こ
ろ　

カ
ー
ミ
ン
の
観
光
案
内

　

所
対
象
者　

保
育
園
か
ら
小
学
４
年

　

生
ま
で
の
お
子
様

　
（
30
名
限
定
・
先
着
順
）

参
加
費　

1
人
5
0
0
円

問
合
せ　

カ
ー
ミ
ン
の
観
光
案
内

　

所　
　
　

☎
３
４

－

１
０
０
１

第
41
回
神
河
マ
ラ
ソ
ン
大
会

と　

き　

１
月
31
日
（
日
）
午
前

　

８
時
20
分
～
受
付（
小
雨
決
行
）

コ
ー
ス　

役
場
本
庁
舎
前
発
着

　

寺
前
～
高
朝
田
コ
ー
ス

種　

目　

◦
マ
ラ
ソ
ン
1.5
㎞
（
小
学
1
年
生

　

以
上
）
/

3.0
㎞
（
小
学
５
年
生

　

以
上
）
/

5.0
㎞
（
中
学
生
以
上
）

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
1.0
㎞

・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
1.0
㎞
～
1.5
㎞

　
　
　
　
　
　
（
年
齢
制
限
な
し
）

参
加
費　

１
人
１
種
目
５
０
０
円
、

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
１
組　

　
（
２
人
）
１
，
０
０
０
円

　

参
加
費
は
当
日
、
受
付
で
納
入
。

賞　

・
1.5
㎞
～
５
㎞
マ
ラ
ソ
ン
は
、

　

部
門
ご
と
に
上
位
の
方
に
賞
を

　

贈
り
ま
す
。

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
の
部
は
、

　

大
会
事
務
局
が
設
定
し
た
時
間

　

内
に
走
ら
れ
た
ペ
ア
に
賞
を
贈

　

り
ま
す
。

◦
仮
装
の
出
場
者
へ
は
ユ
ー
モ
ア

　

賞
な
ど
贈
り
ま
す
。

招　

待　

小
林
祐
梨
子
さ
ん
、
西

　

脇
工
業
高
校
、
須
磨
学
園
高
校

　

駅
伝
選
手

お
も
て
な
し　

恒
例
の
あ
た
た
か

　

い
お
汁
を
提
供
。（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
募
集
中
）

申
込
み　

１
月
８
日
（
金
）
ま
で

　

に
は
に
お
か
運
動
公
園
で
受
付

問
合
せ　

教
育
課
社
会
教
育
係　

　
　
　
　
　

☎
３
４

－

０
２
１
２

第
１８
回
神
河
町
た
す
き
リ
レ
ー

（
ク
オ
ー
タ
ー
マ
ラ
ソ
ン
）

と　

き　

12
月
12
日
（
土
）

　

受
付
９
時
半
、
開
会
10
時
15
分

※
雨
天
の
場
合
は
12
月
13
日
（
日
）

　

に
順
延

コ
ー
ス　

役
場
本
庁
舎　

周
回

　
コ
ー
ス

内　

容　

５
人
以
内
の
メ
ン
バ
ー

で
ク
オ
ー
タ
ー
マ
ラ
ソ
ン
（
約

10
．
５
ｋ
ｍ
：
１
周
約
４
５
０

ｍ
を
24
周
）
を
走
り
つ
な
ぎ
ま

す
。
制
限
時
間
は
１
時
間
10
分
。

※
チ
ー
ム
を
作
れ
な
い
方
で
も
、

個
人
エ
ン
ト
リ
ー
可
能
。

参
加
費　

１
チ
ー
ム
５
０
０
円
、

個
人
１
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
み
期
限　

12
月
８
日
（
火
）

※
先
着
16
チ
ー
ム
で
締
め
切
り
。

申
込
み
・
問
合
せ　

　

は
に
お
か
運
動
公
園

☎
・
F
A
X 

３
４

－

０
０
０
５

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ふ
る
さ
と

納
税
が
可
能
に

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
裁
で
寄
附
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
、
次
の
と
お
り
指
定
代
理

納
付
者
を
指
定
し
、
収
入
事
務
を

委
託
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
10

月
1
日
か
ら
平
成
28
年
3
月
31
日

ま
で
の
期
間
に
お
い
て
指
定
及
び

委
託
を
し
ま
す
。

◦
指
定
代
理
納
付
者

　

東
京
都
港
区
東
新
橋
1
丁
目
9

番
2
号　

汐
留
住
友
ビ
ル
25
階

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
・
ペ
イ
メ
ン
ト
・

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

◦
収
入
事
務
の
委
託
先

　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
丁
目

２
番
２
号

　

株
式
会
社
さ
と
ふ
る

問
合
せ　

総
務
課　

　
　
　
　
　

☎
３
４

－

０
０
０
１

　

さ
と
ふ
る
Ｈ
Ｐ

（http://w
w

w
.

satofull.jp/tow
n-

k
a

m
ik

a
w

a
-

hyogo/

）

「
女
性
活
躍
推
進
法
」
の
成
立

　

企
業
・
法
人
全
体
で
３
０
１
人

以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業

主
の
皆
さ
ま
は
、
女
性
の
活
躍
を

推
進
す
る
た
め
の
行
動
計
画
の
策

定
・
届
出
等
が
義
務
と
な
り
ま
す
。

（
３
０
０
人
以
下
は
努
力
義
務
）

平
成
28
年
４
月
１
日
ま
で
に
、
以

下
の
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
自
社
の
女
性
の
活
躍
状
況
の
把

　

握
と
課
題
分
析

②
行
動
計
画
の
策
定
、
届
出
、
社

　

内
周
知
、
公
表

③
自
社
の
女
性
の
活
躍
に
関
す
る

　

情
報
の
公
表

問
合
せ　

兵
庫
労
働
局
雇
用
均
等

　

募　

集　
　

　

イ
ベ
ン
ト　

　

お
知
ら
せ



室
☎
０
７
８-

３
６
７-

０
８
２
０

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
実
施

～
や
さ
し
さ
と
笑
顔
で
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
の
道
～

12
月
１
日（
火
）～
10
日（
木
）

　

年
末
は
、
師
走
特
有
の
気
ぜ
わ

し
さ
や
、
忘
年
会
な
ど
で
飲
酒
の

機
会
が
増
え
る
こ
と
に
加
え
て
、

交
通
の
流
れ
や
交
通
量
に
変
化
を

伴
う
こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
の
多

発
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
こ
の
よ
う
な
年

末
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
一
人
ひ
と

り
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交

通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

運
動
重
点
事
項

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
安
全

　
（
最
重
点
項
目
）

○ 

飲
酒
運
転
の
根
絶

○ 

夕
暮
れ
時
の
交
通
安
全

○ 

自
転
車
の
安
全
運
転

○ 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

　

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

　

し
い
着
用

問
合
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４

－

０
９
６
３

就
農
希
望
者
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

と　

き　

1
月
16
日
（
土
）
午

　

前
10
時
～
午
後
４
時

「
給
料
が
下
が
り
住
宅
ロ
ー
ン
の

支
払
い
が
で
き
な
い
」
な
ど
お
困

り
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

12
月
12
日
（
土
）

　

午
後
１
時
半
～
４
時
半

と
こ
ろ　

兵
庫
県
姫
路
職
員
福
利

　

セ
ン
タ
ー

相
談
体
制　

　

●
弁
護
士
に
よ
る
債
務
整
理
相

　

談
●
多
重
債
務
者
支
援
団
体
に

　

よ
る
家
計
管
理
相
談
●
健
康

　

福
祉
事
務
所
（
保
健
所
）
に
よ

　

る
、
こ
こ
ろ
の
相
談

相
談
方
法　

面
談
相
談
（
事
前
予

　

約
制
）　

定
員
６
人

予
約
・
問
合
せ　

中
播
磨
消
費
生
活
創
造
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９

－２
８
１

－６
０
２
３

　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会
開
催

　

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
働
く
自
信
が
な
い
、

ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
15

歳
か
ら
概
ね
39
歳
ま
で
の
若
者
や

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
相
談
業

務
や
講
座
な
ど
を
通
じ
て
メ
ン
タ

ル
（
精
神
・
健
康
）
面
と
キ
ャ
リ

ア
（
職
業
）
面
の
両
方
か
ら
支
援

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
神
河
町
・
市
川
町
・

福
崎
町
を
対
象
に
、
出
張
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

12
月
18
日
（
金
）

と
こ
ろ　

姫
路
市
民
会
館

内　

容　

セ
ミ
ナ
ー　

　

①
就
農
ガ
イ
ダ
ン
ス　

就
農
の

　

心
構
え
や
手
順
、
支
援
施
策
等

　

の
紹
介

　

②
先
輩
農
家
に
よ
る
体
験
発
表

　

衣
笠　

愛
之
氏
（(

有)

夢
前

　
　

夢
工
房　

代
表
取
締
役
）

　

藤
井　

輝
明
氏
（
平
成
24
年
就

　
　

農　

姫
路
市
飾
磨
区　

施
設

　
　

野
菜
）

個
別
相
談　

新
し
く
農
業
を
始
め

　

た
い
方
や
農
業
法
人
等
で
働
き

　

た
い
、
研
修
を
受
け
た
い
方
向

　

け
に
個
別
相
談
を
実
施
。
中
播

　

磨
地
域
へ
の
移
住
・
定
住
に
つ

　

い
て
の
相
談
も
同
時
に
実
施
。

申　

込　

所
定
の
参
加
申
込
用
紙

　

に
よ
り
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
郵

　

送
等
で
事
前
に
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。　
　
　
　

申
込
先
・
問
合
せ　

　

中
播
磨
県
民
セ
ン
タ
ー
姫
路
農

　

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
経
営
課

　

姫
路
市
北
条
1

－98

☎
０
７
９

－２
８
１

－９
３
９
６ 

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
９

－２
８
１

－
９
２
５
０

メ
ー
ル　

him
ejink@

pref.hyogo.

　

lg.jp

※
申
込
用
紙
は
役
場
に
設
置
し

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
兵
庫
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会　

　
「
消
費
者
金
融
か
ら
借
り
入
れ

を
し
た
が
、返
済
が
滞
っ
て
い
る
」

かみかわ　No.12125 

　

午
後
1
時
～
、
２
時
～
、
３
時

　

～
各
１
名
ず
つ
、
予
約
制

相
談
員　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

　

シ
ョ
ン
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

　

ン
ト

会　

場　

中
央
公
民
館　

会
議
室

締　

切　

12
月
11
日
（
金
）
ま
で

主
催
・
共
催　

ひ
め
じ
若
者
サ

　

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
神
河

　

町
・
市
川
町
・
福
崎
町

申
込
先　

住
民
生
活
課　

☎
３
４

－０
９
６
２

公
立
神
崎
総
合
病
院
の
診
療
体
制

の
お
知
ら
せ

　

12
月
29
日
（
火
）
か
ら
1
月
3

日
（
日
）
の
間
は
、
休
日
・
夜
間

診
療
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
こ
の

間
の
通
常
の
外
来
診
療
は
、
休
診

と
な
り
ま
す
。

　

救
急
（
休
日
・
夜
間
）
の
診
療

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

土
・
日
・
祝
日
（
休
日
）
昼
間
の

救
急
診
療

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　

年
末
年
始
、
休
日
の
昼
間

　

は
、
内
科
医
師
1
名
と
外
科
系

　

医
師
1
名
の
日
直
体
制
を
と
っ

　

て
い
ま
す
。

※
た
だ
し
、
12
月
30
日
（
水
）、　

　

1
月
2
日
（
土
）
は
内
科
・
外

　

科
系
・
小
児
科
医
師
各
1
名
の

　

日
直
体
制
に
な
り
ま
す
。

夜
間
の
救
急
診
療

午
後
5
時
～
午
前
0
時

　
　

夜
間
は
、
内
科
か
外
科
系
の

　

ど
ち
ら
か
1
名
の
医
師
に
よ
る

　

宿
直
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

午
前
0
時
～
午
前
9
時

　
　

そ
の
日
の
宿
直
医
師
1
名
の

　

専
門
科
の
み
の
受
付
と
な
り
ま

　

す
。

※
小
児
科
診
察
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
小
児
の
骨
折
は
可
能

　

で
す
。

※
け
が
や
病
気
の
状
況
を
ま
ず
は

　

お
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

　

い
。
状
況
に
よ
っ
て
は
、
他
の

　

医
療
機
関
を
ご
紹
介
す
る
こ
と

　

も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

公
立
神
崎
総
合
病
院　

☎
3
2
―
1
3
3
1
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神河町役場　所在地：〒 679 － 3116 兵庫県神崎郡神河町寺前 64

TEL：0790 － 34－0001　FAX：0790－34－0691（代表）　代表メールアドレス　info@town.kamikawa.hyogo.jp

12月
くらしのカレンダー

◦古文書教室
　（初級）
     9:30 ～　

◦カーミンの
　クリスマス会
　10:00～

◦クリスマス
　コンサート
　開場 13：00 ～
　 開演 13：30 ～

◦あじさい学級
　教養10：00～
　趣味13：00～

SUN（日） MON（月） TUE（火） WED（水） THU（木） FRI（金） SAT（土）

32 4 51

6 7 8 10 11 12

13 14 15 16 17 18

25

19

2620

27

21 2322 24

◦てくてくウォーク
　 ラリー教室
　13:30 ～大山

◦てくてくウォーク
　 ラリー教室
　13:30 ～

9

中公

・乳児健診
　ＢＣG予防接種 
   13:00～　神支

◦パソコン教室  
　（中級）　
　19:00～ 中公

◦楽しいお菓子づくり
　 教室 9:00～

◦神河町消防団
　年末特別警戒
　（30日まで）　
　20:00～24:00

◦小・中学校
　2学期終業式
　

グ
カ

神支 神支

28 29 30 31

◦子ども茶道教室
　10:00～
　

◦健康福祉
　なんでも相談
　9:00～

◦糖尿病教室　
　10:30～11：30

◦糖尿病教室　
　10:30～11：30

◦4歳児相談　
　13:30～

◦婦人セット健診
　13:00～

◦法律相談
　13:30～

◦母子父子家庭
　相談　
　10:30～15:00
　  福崎町　サルビア会館

◦すくすく相談
　13:30～

◦人権週間
（4日～10日）

天皇誕生日

◦あやめ学級
　教養10:20～
　　趣味13:00～

◦心配ごと相談
　13:00～

◦成人ゼミナール
　 館外研修　

神支
神支

◦世界人権デー

保セ
◦英会話教室
　（初級）
　19:30～　

中公

保セ

◦固定資産税３期

　　　役場本庁舎
　　　神崎支庁舎
　　　中央公民館
　　　神崎公民館
　　　大河内保健福祉センター
　　　グリンデルホール

　　　きらきら館
　　　はにおか運動公園
　　　温水プール
　　　カーミンの観光案内所
　　　町民グラウンド
　　　神崎総合病院

神支

神公

総病

中公
カ

保セ 町グ

プ
は
き

グ

本

◦食育の日 
 

神支

神支

◦国民健康保険税
　 ５期

◦介護保険料 6 期
　　　　　納期限

◦プレママ cafe
　９:30～

◦人権をたしか
　める日

総病

総病

総病

中公
神公

神公

◦幼稚園2学期
　終園式 　

年末年始の閉庁日のお知らせ

役場本庁舎（宿直・日直業務は実施します。） 12 月 29 日（火）～１月３日（日）　　
神崎支庁舎（日曜窓口の実施はありません。） 12 月 29 日（火）～１月３日（日）　
中央公民館・神崎公民館・町民体育館・神崎体育センター・
はにおか運動公園・温水プール・すぱーく神崎 12 月 28 日（月）～１月４日（月）

カーミンの観光案内所 12 月 29 日（火）～１月３日（日）
学童保育クラブ・預かり保育 12 月 28 日（月）～１月４日（月）


